
急急性性期期リリハハビビリリテテーーシショョンン  

 

 

■早い時期からの積極的なリハビリテーションの提供 

急性期とは、病気になった直後や手術直後など病状の安定のために積極的な治療を施す必要がある

時期を言います。医師、看護師を始め様々な職種が連携をとりながら患者様の状態を観察しています。 

近年では医療の進歩に伴い過度の安静を減らすようになってきています。安静が長く続けば体力や筋

力の低下を招き、起き上がることすらも大変になる事があります。そのため医師の判断により、入院

後早い時期から身体機能を低下させないようにリハビリテーションを行うのです。  

当院での急性期リハビリテーションは、院内ほぼ全ての診療科より指示が出されています。病気にな

り直ぐのリハビリテーションは病室(ベッドサイド)が中心になり、医師・看護師などとの連携を特に

強め、状態の観察を行いながら理学療法・作業療法・言語聴覚療法を実施し離床を進めていきます。 

その後、病状の安定に伴い機能訓練室でのリハビリテーションが開始されていく事になります。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平平成成 2222 年年度度実実績績  

 
 

平成 22 年度の診療科別リハビリテーション依頼件数、疾患名について以下に示します。 

 

 

リハビリテーション依頼件数 合計 1250 件 

 

 

診療科別 リハビリテーション依頼 
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整形外科(731件) 神経内科(190件) 脳神経外科(161件)

消化器内科(68件) 呼吸器内科(36件) 外科(29件)

循環器科(18件) 皮膚科(5件) 耳鼻いんこう科(3件)

腎臓内科(3件) 小児科(3件) 泌尿器科(2件)

放射線治療科(1件)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



急急性性期期リリハハビビリリテテーーシショョンンのの取取りり組組みみ  

 
急性期リハビリテーションでの取り組みについて紹介いたします。 

 

■大腿骨頚部骨折地域連携クリティカルパスの実施 

平成 20 年 1 月より静岡市内 4 病院と連携し大腿骨頚部骨折地域連携クリティカルパスを導入してい

ます。 

大腿骨頚部骨折の患者様に対して当院にて手術を行い、3 週間の入院後連携先病院に転院し術後のリ

ハビリテーションを行う病院間での連携を図っています。 

 

     《地域連携クリティカルパスの流れ》 
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清水病院 連携先病院  
 

《連携先病院》 

 静清リハビリテーション病院 

 静岡リウマチ整形外科リハビリ病院 

 静岡リハビリテーション病院 

 山の上病院 

 
 
 
 
 
 
 
注）当院でのリハビリテーションは手術前より実施いたします。 

大腿骨頚部骨折地域連携クリティカルパスは患者様の病態によって適応とならないことがあります。 
 

■カンファレンスの実施 
医師、看護師、リハビリテーションスタッフにて患者様の状態、方向性についてのカンファレンス

を行っています。医療チームで情報を共有することにより、より質の高いアプローチを実施できるよ

うに検討する場となります。 
 


